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　今、明徳の学生は、初めての保育実習に踏み出した１年生と、これから社会に足を踏み出そうとしている２年生
がいます。そこで今号では、短大から飛び出し保育現場に踏み出しているあそぼうカーを始め、学生が一歩を踏み
出すための地盤をつくる授業や、さまざまな地へ踏み出しているホットなニュースを取り上げました。
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　「あそぼうカー」という明徳独自のプロ
ジェクトをご存じですか？ 
　学生食堂前にカラフルに塗られた古いワ
ゴン車（ちなみにフォルクスワーゲン）が
停められていますね。私
たちはあの車を「あそ
ぼうカー」と呼んでい
ます。あの車に主に土
粘土を積んで、担当教
員同伴で学校周辺50
キロ県内にある保育
施設まで、度々出かけ
ています。保育者養成
校である本学がこの↗

　　　　　　　　　　　

　2013年9月から、さまざまな保育現場に「あそび」を運んでいる「あ

そぼうカー」プロジェクト。そのプロジェクトを立ち上げた深谷先生に
よる「あそぼうカー」の取り組みの紹介です。

　　あそぼうカー特
集

↘ようなプロジェクトを始めたのは、
2013年度の後期からで、現場支援も
試みております。 
　本プロジェクトは、準備が早く整っ

た土粘土遊びからスター
トし、キャラクターと
して「粘土くん」がそ
の顔を務めてくれてい
ます。その意味で言う
と、土粘土はただ者
ではありません。子
どもたちにとって顔
と名前のある遊び相
手です。
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　土粘土は実に素晴らしい造形素材であり、土が豊
富な日本だからこそ、手軽でエコな素材です。そし
てプロジェクトの立ち上げ人で担当者でもある私（深
谷）が聞くところによれば、かつては多くの保育施
設でも土粘土が使用されていたようです。しかし、
近年は保育施設からその姿をほぼ消してしまってい
ます。理由はいろいろとあるようです。土粘土を子
どもの時に経験した保育者が今は少ないこと、扱い
方が分からないこと、管理や保管の難しさ、それに
やはり保育者たちの負担が増大している理由もある
ような気がします。 
　確かに子どもたちはいろいろな粘土を知っていま
すし、保育園や幼稚園で経験もしますが、それはど
ちらかと言えば、遊びというより、作品作りに直結
しているような関わり方で、造形表現の中で完結す
る活動が一般的です。机の前にきちんと座り、その
上に粘土板や粘土用のヘラなどを出しておきながら、
思い思いのモノを作り、それを乾燥させたり、色づ
けしたり、場合により焼いてもらったりして、何か
幼児期の思い出として残る「作品」に仕上げていき
ます。しかし、これでは子どもたちにとって心から
楽しめる遊びになるには少し難しく、巧みさや技術
が必要で、素材自体から引き出せる遊びに発展しに
くいはずです。作品を意識しているために、どうし
ても結果重視になりがちですし、幼い人間にもっと
大事な経験がどこかで取り残されてしまいます。幼
い人間がこしらえた微笑ましい作品を見る楽しみが
あっても、それが作った本人にとって一番大事な体
験になったかどうかは、別問題です。



　このプログラムは、回数を重ねて行く中で、子どもたちから出たアイ
ディア（遊び方や使い方）を参考にしながら、少しずつ変化しています。
他の素材や道具と合わせて使ってみたり、粘土ではなく、全く他の素
材にこだわってみたり、時には音と合わせて楽しんだりすることもあ
ります。もっとも変わらないところもあります。私が一番感心する場面
の一つはそうです。それは粘土くんの重さを量る場面です。幼児がどれ
ほど好奇心旺盛で、知る意欲に満ちているのか、実によく見て取れる
場面です。初めて粘土と関わるとき、私たちは必ず秤を持っていきます。
使い方を教え、粘土くんの体重を見て読み、それから実際に秤で量り
ます。子どもにとって、自分の考えや予測が正しかったかどうかを教え
てくれる機会です。この秤の周囲に毎回行列ができます。小さい秤で本
当は10キロまでしか量れませんが、子どもたちは一人ではとても持ち
きれないほどの塊を作って量りたがります。そのためにとんでもない苦
労も喜んで引き受けます。知る好奇心も一緒に示してくれていますね。

　「あそぼうカー」の活動が始まってから約２年半が経過し、訪ねてきた
保育施設などが今年度だけでも50か所を超え、プログラムに参加してくれ
た子どもたちの人数も数千人に上るはずです。そして、私たちは決して「作
品」を作りません。粘土で（粘土くんと）遊ぶだけなのですが、幼い人間
にとってこの遊びがどれほど大事なのか、そこからどれほど多くのことが
学べ、経験できるのか、そのようにするのがどれほど貴重で大事なことな
のか、子どもたちの素材との関わり方や遊びの様子を見て実感できます。
まだ数少ないながら、繰り返して利用してくれる園もありますが、たとえ
イベント的な利用の仕方ではあっても、子どもたちはこの活動を楽しみに
しているし、毎回全身で楽しんでくれています。プログラムが終了した際
に「また遊びに来てね」と子どもたちに毎回言われています。たいていの
場合、約２時間休みなしで活動し、最後に大きなシートも一緒に掃除して
いるので、子どもたちはかなり疲れているはずです。それでもまた遊びた
いと言います。「また来てね」「また遊びに来てね」は、子どもたちから
いただける最高の褒め言葉で、彼らはこの活動を遊びとして認識し、楽し
んでくれた証です。



　粘土を重ねて高い「でこぼこ山」を作ること
もよくあります。足元がグラグラしているから
こそ、その山に登ったり飛び降りたりするのが
とても面白い。しかも、飛び降りるところも柔
らかい粘土の上なので、とても気持ちがいいの
です。遊びの結果として目に見える形は残りま
せんが、子どもたちの心の中で粘土くんと全身
で遊べた体験が間違いなく残るだろうと思いま
す。土の独特な匂いや柔らかい感触、よく動い
た後熱くなった体につけてみたらひんやりした
感じ、なめらかな手触り、床に叩きつけた後に
歪んだ形、足で踏みつけた時の感覚、重さ、数、
様々な質感と量の体験。そして、普通のおもちゃ
とは違い、決して壊れることがなく、使いたい
量だけ使えること。子どもの思いや力を受け止
めてくれる素材であること。絵の具で色をつけ
たり、他の素材や道具と合わせて使うともっと、
もっと楽しいことができることなどです。 
 
　本プロジェクトは来年度からゼミ形式の授業
となるので、いろいろな保育施設に興味関心が
ある学生、また子どもたちがどのようにして素
材遊びを楽しんでいるかに興味がある学生、ぜ
ひ参加してみてください。繰り返しになります
が、このプログラムは今のところ「明徳特産」
です。
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保 育 内 容 演 習 ＋ 教 育 実 習 (幼稚園 Ⅰ ）

　１年生は、入学直後の４月から、幼稚園・保育園へ「保育体験」として２回、そして７月
からは「実習」として６回、年間を通して保育現場と関わってきました。11月末には、子ど
もたちの前に立って活動を展開していく「部分実習」も経験し、12月の実習を最後に無
事、終えることができました。４月という早い時期から学生を受け入れてくださった幼稚
園・保育園の皆さま、通年というスタイルの実習にご理解とご協力をいただいている幼稚園
の皆さまに感謝いたします。
　さて、通年で、子どもたちと関わっていけるのは明徳の特色の一つです。短期の集中した
実習と違い、子どもたちの成長がよく見えてきます。４月にはこんなこともできなかったの
に、いまでは、こんなこともできる。遊び方、トラブル場面の解決の仕方、友だちとの関わ
り方、生活習慣の自立の様子等さまざまな場面での成長が記録の中に現れてきます。また、
現場でみた子どもの姿や保育者の関わりを、学校の授業と結びつけて考えやすい仕組みでも
あります。さらに１年次の段階で、簡単な「部分実習」を経験するのも特色です。２年次に
なるとひとりひとりが保育者に代わって様々な実践を行いますが、１年次では、複数のメン
バーで子どもたちの実態から考えて計画を立て、「指導案」という形に整理して、実践を行
います。どのように保育を進めていくか、どのような教材を用意するか、アイディアを出し
合い、時間をかけて検討していきます。２年次の前段階として、共に考えて学ぶことができ
る通年実習ならではの仕組みになっています。
　実習を終えての学生たちの感想からいくつかあげたいと思います。

　通年での現場経験とそこでの学びが１月末から３月初めにかけて行われる保育所・施設で
の実習へと繋がっていくことを期待します。

教育実習 （幼稚園 Ⅰ ） 終わる
よしだ あらた

由田 新
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　１年生の皆さんは、４月・５月は保育体験として、そして、７月以降は教育実習（幼稚園Ⅰ）
として、月に一度のペースで子どもとかかわり、実習を行なってきました。そして、今現在、
初めて、連続した期間の実習に行き、現場で様々なことを学んでいます。
　実習が始まる前、「毎日、頑張れるかな…」「毎日、記録書けるかな…」と不安そうな姿が
ありましたが、「絶対、大丈夫！頑張っておいで！」と送り出しました。そこには、きちんと
根拠があります。皆さんの一年間を見てきたつもりの私は、皆さんが一年間、着実に力をつけ
てきた姿も見てきたからです。しかし、みなさんが自分で実感を持てていないと意味がありま
せん。そこで、【保育内容演習】の最後から２番目の授業の時に、各自に、自分自身の実習記
録をすべて読み返してもらい、①読み返してみての感想を書く、②自分の頑張ったところを挙
げてみる、③もっと頑張らねば、と感じたところを挙げてみる、という時間を設けました。①②
の一部をご紹介します。

　読み返し、整理してみたことで、あまり意識していなかった自分の変化、自分が頑張ってき
たことに気付き、少し前向きになれたようでした。また、中には、きちんとやってこなかった
ことに気付かされ、これから頑張ることを誓った学生もいました。

　この翌週、いよいよ実習初日が３日後に迫った最後の【保育内容演習】の授業の時、私は学
生たちから寄せ書きと花束を頂きました。わたくしごとですが、今年度で明徳を退職すること
を学生が知った直後だったため、学生たちから心のこもった言葉をプレゼントしていただきま
した。その中には、「絶対、素敵な保育者になります」「素敵な保育者になれるように、まず
は、実習を頑張ります」「保育内容で学んだ、実習録での大切な事を、また、振り返りの大切
さを意識してこれからも頑張ります」など、心強い宣言が多く、キムグループの学生の前向き
な言葉に、とても嬉しくなりました。

今、精いっぱい頑張っている皆さん！
実習は始まったばかりです。大変なこともたくさんあると思いますが、皆さんが、実習を通
して、たくさんのことを考え、学び、そして、課題をきちんと持ち帰ってくると信じています。
頑張れ！

保育実習に向けて…学生へのメッセージ
きむ よんじゅ

金 瑛珠
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保 育 教 職 実 践 演 習
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　保育教職実践演習は、これまでの２年間を振り返り、整理し、就労に向けて必要な知
識、技能、学びのまとめ・体験・その他について、学生一人ひとりの“良さ”や“課題”に応
じて実践し、深め、まとめていくことを目的としています。授業の方法として、実習を
出発点として、受講生全員がこれまでの実習をレポートにまとめ、それを基に、就業に
際して必要となる技能や知識、実践を積む。その際、それぞれの良さと課題を自覚し、
良さを伸ばし、課題をどうカバーするかを考え、４つのコース（振り返り、福祉、技能、
実践）より自己選択し、取り組みを行いました。

福祉コース（担当：加藤 次郎）
　社会福祉の現場に就職を希望し、
そのために必要なスキル等を獲得す
ることを目的としたコース。福祉現
場で働く卒業生や施設長等を招き、
講座を行った。

技能修得・実践コース（担当：伊藤 恵里子）
最低限の現場で使える基礎技能をマスター
するとともに、人と協同「Plan-Do-Check-
Action（PDCA）」の過程を学んだ。模擬実習
（部分実習）では、グループで１つの活動を
創る経験をし、事前のロールプレイおよび事
後のビデオでの振り返りを行い、映像を使っ
て発表資料を作成した。また、現場で役立つ・
実践に役立つためのノートの作成もあわせて
行った。

振り返りコース（担当：石井 章仁）
これまでの実習をまとめ、それに
ついての考察をまとめた。そのなか
で自身の良さや課題に気づき、それ
についてどう取り組むかを個人やグ
ループで確認した。成果は、実習の
まとめのレポートの作成およびポス
ターで発表した。

実践・事例コース（担当：片川 智子）
担当と課題を確認し、目標を定めた後、実践を行う現場（保育とは限らない）におお
むね３回出てレポートを作成する。学内での振り返りを挟みながら現場で学び、成果を
口頭で発表した。

授業の目的および形態

４つのコース



　　　　　能コースでは、保育者として働く際に必要となる技能（保育表現技術）を
高めることを目的に、４グループ（１グループ３～４名）が附属幼稚園の預かり保育
「ケロちゃんルーム」、２グループが学内の育ちあいのひろば「たいむ」にて実践を
行いました。実践を行う前には現場で観察実習をさせていただき、そこにいる子ども
たちが楽しめるような活動を考え、指導計画を作成し、学生間で模擬実習を行いまし
た。本番の実践がすべて納得のいくものになったグループは一つもなかったかもしれ
ません。学生それぞれに良かった点、反省してこれからに生かしていく点があったこ
とと思います。完璧な人間などいませんし、失敗はつきものです。しかし、一つの活
動を行うためには、細かな部分までの配慮や準備、練習が必要だということは実感し
たと思います。このコースの目的は冒頭に記した通りですが、結果的には事前準備（環
境構成を含む）の重要性を特に学んだのではないでしょうか。なかには準備を怠って
しまったグループもありましたので、就職先では今回の反省を生かしてがんばってほ
しいと願っています。最後に、ケロちゃんルームとたいむのスタッフの皆様、ご協力
いただきありがとうございました。（伊藤 恵里子）

　　　　　践コースは、33名が参加し、保育参加→記録→メンバーとの実践検討を２

～３回繰り返しながら学んできました。特に、保育参加させていただく保育現場を決
定する際、どんな課題をもって臨むのかの確認に時間を掛けました。保育者となる上
で、自分に必要なことを明確にして、それに対して実践を基にした具体的な学びとな
ればと考えたからです。「保育者の意図と援助を見る」「子どもの遊びをじっくりと
見る」「記録の書き方を見直す」などの課題が挙がりました。また、課題がもてずに
いることを自覚した上で視点を設定した人もいました。 

　最後の発表に向けて、８名程のグループに分かれ、自分たちのまとめレポートを読

み合い、共通テーマを見出し、発表時に提示することにしました。ここでは、「見守
るためには子どもの遊びが充実できる必要があるのでは」、「遊びが継続するために
は環境構成が大事なのでは」等の意見が具体的な実践事例と共に出され、お互いの考
察が深まる様子が見られました。 

　良い面ばかりをご紹介してしまいましたが、もうちょっと…ということも多く、担

当としての反省もあります。けれど、各々が自分で保育現場に保育参加を依頼し課題
を伝え、自分なりに考えたこと（難しさも含め）を言葉に出来たことは、成果だった

と考えています。（片川 智子）
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　福祉コースを新たに設定したため、満足度や意欲が向上したようです。実施期

間が短く、学生によっては深められなかったりするケースもあり、今後の改善が
必要です。
　本教科目が、これまでの実習を基盤にしながら全２年間の学びをまとめるため
に、コースを設定し、より少人数で授業を行うことや「体験からの学び」を重視
し、学び合える方法をとっていく方向性については、細部については検討が必要
であるが、おおむね担当する教員も参加する学生も異論はないように思われます。

　今後、さらに、学生が目標や方法を十分に認識するとともに、一人ひとりが主
体的に課題に挑戦できるようなアプローチが必要であり、より一人ひとりに応じ
た内容の精査および更なる工夫が必要であると考えられます。（石井 章仁）

考察・次年度に向けて
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PROFILE 

教員名

 かたかわ ともこ　　　　　
片川 智子

担当科目 

発達心理学、こども臨
床学、保育教職実践演
習、保育内容演習、保
育方法演習他

メッセージ 

　西原理恵子さんの
「はれた日は学校をや
すんで」（双葉文庫）
という本をご存知です
か？　学校はなぜ行か
なければいけないのか、
子どもの頃から疑問で
した。今でも、こんな
いい天気の日に、皆さ
んに一斉に授業を受け
させていいのかなとふ
と思います。環境を用
意する側の大人として、
疑問を持ち続けたいと
思っています。これか
らの皆さんも考えてみ
てください。でも、授
業は休まないでくださ
いね！

 「ひとまねこざる」「おさるのジョージ」 
原作：M. & H.A.レイ

　私のおすすめ！は、「ひとまねこざる」
「おさるのジョージ」のシリーズです。大
人気の絵本で、アニメにもなっていますの
で、知っている人も多いかもしれません。
けれど、あえてここでおすすめさせてくだ
さい。 
　おさるのジョージは、しりたがりやで
す。あんまり知りたがると面倒なことにな
るぞと大人に言われても、「なんだろう」
「どうなってるんだろう」「すごい！」と、
触ったりやってみたりします。 
　ちょっと試してみたら、マズイことになってしまった！元に戻さな
くちゃ、そうだ！前に似たようなことを見たことがある、こうしてみ
よう…やってみたらもっと大変なことになっちゃった！…あれこれ
試してみたら偶然丸く収まったり、収まらなかったりします。 
　私の子どもたちも、「あ！こうしたらいいんじゃない！？」と言っ
て、突拍子もないことをし始めたりして、大人を慌てさせることがよ
くあります。でも、本人はいたって真剣。そして、ちゃんと理由があ
ります。 
　この絵本を読むと、子どもはこんなにわくわくして、真剣に考え
て、やってるんだろうなと思えてきます。そして、私たちの身の周り
にはこんなにもたくさんの「知りたい！」ことがあふれているのだ
なとも思います。きっと、子どもにとっても大人にとってもです。こ
れが、このシリーズをおすすめに選んだ理由です。もう一つ、この絵
本に出てくる大人は、ちょっとおっちょこちょいだったり、色々な
人がいるということもおすすめポイントです。 
　実は、「教員からおすすめ」コーナーを書くことになったらどう
しよう…と戸惑っていました。「誰に、どんな時に、何をおすすめ
したらいいだろう」と迷っていたからです。そこで、今回は、これか
ら実習、就職も含め他にも様々な形で子どもと関わっていく学生の
皆さんに、子どもを思い浮かべて、時にわくわくした気持ちになって
もらえたらと考え、ご紹介しました。

　本学図書館には、各教員の専門分野や関心が一目瞭然の「推薦図書コー
ナー」があります。この連載では、その一端のみならず、教員から皆さんへ
の「おすすめ！」を紹介していきます。
　第５回目は、片川先生から皆さんへのおすすめです。

教員からのおすすめ
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! hot news ! 
n e w  m o v e m e n ts  o f  t h i s  m o n t h  i n  m e i t o k u  

！今月の明徳速報！

　

 
　

 
　

大人のためのクリスマス
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第56回 スタバお話ライブ



　

　
　

♪

保育者１年目の卒業生が臨時講師に♬
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夜間中学校の作品展



　

　

ありがとう！　さようなら！　非常勤の先生方！

♬　深谷ベルタ先生のインタビュー記事、雑誌に掲載　♬

a
�
�
J
�
8
<
!
o
K
Q
G
�
o
o
?
"e
o
o
�
�
´
q
�
�
�
�
:
¤
¶
0

m
b
�
0
 
²

=

�
°
D
B
!

3
q
B
D
�
$
j�

e
g
�

*
D
¼
�
¬
�
M
Q
Ë
3
B
5
 
D
�
�
�

¸
�
;
K
A
@

Q
e
v
C
�
M
I
	
¸
�
;
K
o
B
Q
±
!

�
�
z
¯
�
e
C
!

!B
·
�
	
_
Ë
T
p
�
�
D
!

c
�
�
�
�
`
'
�
!

x
:
�
�
c
{
{
u
s
k
	
ª
b
`
1
8
!

�
�
	
c
{
`
�
Y
�
F
GK
D
³

C
 
�

U
p
i
;
p
o
B
�
	
1
1
�

h
!

E
�
	
c
t
	
½
w
}

�
	
$
�
�
K
6
�
8
�
�
	
�
C
=
�
�
�
�

Z
�
2
K
ª
_
´
�
`
�
�
�
�
�
8
�
t
C
v
�

J+Ì�Îº~©�

��ÇU>#É/I¢ÍÍÍÈ

! tJ����[Ìy«°£

\n!7LX¹Vµv{c

!¿¯����5��^O=

§_ÍÍÈJ¦|C�=�¹¥

�fÃ¨ÌÎbÅ Æ!]oÍ%

�C=o%%ÂJ6»�®V

Jo¾¡Çl�;ÏoÁd�

0veQ¿¡ÇleQGNmÄ

! oÄ:lÄJ³t��0�eQ

KQI0ao)

 Q;J
À

Ê=

!VR3y

� E
m
 

Y
�
"
d
_
�HOg
C�
�
�
�
�
�
4



�
i�
I �
B
�
�
�
1
�
�
�
�
�
4
�
>
?

�
�
�
	
K

3

�
�

O�OO�!/

sg5j}FrpKHq

4=u`epZAz~;#

�v1vt#1o'p^@tl/V7[1�

}�nah�\J

1G}:

jwg�<L6kss�

sgoN(%;#�UD�x5|8R�

4xpB~x5|14x5||

1)pj&]�bM�zuzNk�

Bj�>I(gQ

z�y"*r$"s~XDqoN#

rpcfB~#G{JjPTaKMK�



 18

私は、テキストを読んで知識を増やすのも好きで
すが、実際に体験して知識を深めるのも大好きで
す。今回の実習は、初めて1人で向かうためか、
少し緊張感はありますが、自分への不安はありま
せん。自分のことを最優先にしたいところですが、
友人への不安の方が大きいです。友人の多くは、
レポートに集中しすぎて食欲が減るかもしれない
と、実習が始まる前から気にしています。食事と
睡眠だけはしっかり摂って、元気で実習に行って
欲しいと心配になります。私も、体調管理に気を
つけて、体験できることを楽しもうと思います。

岩井凛

障害者支援施設　→　保育所

「前向きに実習へ」

私の実習に対しての不安は、朝起きられるか、
実習録を毎日きっちり出せるか等ありますが、
とても楽しみなので頑張れそうです。保育所
実習では、アルバイトで保育園に行っている
ので、今までのこどもたちとの関わりを生か
して、しっかりと学んでこようと思います。
施設実習では、事前の課題が出されているの
で、着々と進めて行ってすっきりとした気分
で臨みたいと思います。

鍬田春華「実習への意気込み」

保育所　→　児童養護施設



１年生は今、保育実習に行っています。今号は、月歩学歩委員4人の実習に向けての一言を掲載します！頑張れ～！

私は、前半に保育実習を、後半に施設実習を2週間ずつ
行います。保育所には昨年の夏にボランティアで訪問し、
2日間だけでしたが、初めて3歳以下のこどもと1日を
共に過ごし、保育をしました。あれから半年が経ち、
こども達が成長している姿を見に行くことがとても楽
しみです。施設実習は、静岡県での泊まり込みの実習と
なります。障碍をもつ方と1日を過ごすのは、これで2
回目の体験になります。今回は泊まりということで朝か
ら夜まで共に過ごします。2週間やっていけるか不安で
すが、利用者さんの助けになったり、言葉が通じなく
ても共有し合えることを楽しみにしています。

安部あすか

保育所　→　障害者支援施設

「経験しにいく！」

私は、前半に保育園に行きます。その中で私は1つだ
けどうしても不安なことがあります。それはレポー
トです。私はレポートを書くのがとても遅いです。
教育実習（幼稚園Ⅰ）では、実習後に書き始めても、
提出日の朝、電車の中でやっと書き終わることもあ
ります。なので、レポートが遅れないか、寝不足に
なってそのままリタイアしないか恐いです。でも、
保育園はこども達とたくさん関わることができるし、
実習先の先生からも私の不足部分を指摘して頂ける
ので、正直とても楽しみです。レポートをなんとか
頑張って実習を楽しみたいと思います。

栗山恵里奈

保育所　→　障害者支援施設

「唯一不安なこと」

入学！
２年生
になった！

卒業！

教育実習（幼稚園Ⅱ）

　教育実習 
（幼稚園Ⅰ）

明徳２年間での実習

保育実習Ⅰ 
（保育所/施設） 保育実習Ⅱ・Ⅲ 

（保育所/施設）
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明徳の2月　　　　　　　　　 

１日(月)＋24日(水) 
　 　 入試面談 
２日(火)＋15日(月) 
　  　一般入試・社会人特別入試 
4日(木) 
　　  保育実践研修会 
６日(土) 
　　　公開授業 
７日(日)＋14日(日)＋21日(日） 
　　　千葉市子育て支援員研修 
9日(火) 
　　　保育実習Ⅰ事後指導 (１年) 
12日(金) 
　　　学びの成果発表会 
15日(月)～27日(土) 
　　　保育実習Ⅰ (１年) 
19日(金) 
　　　研修生スクーリング 
20日(土) 
　　　スタートアップ・カレッジ 
　　　公開授業 
　　　ホームカミングデー（44回生）

★INFORMATION★ 

明徳HPの「めいたんブロ
グ」でも、明徳の「今」
を日々発信しています。　
ぜひご覧ください。

http://
chibameitoku.blog53.fc2.com

発行：千葉明徳短期大学
千葉市中央区南生実町1412
Tel:043-265-1613
Fax:043-265-1627
mail:tandai@chibameitoku.ac.jp
URL:http://
www.chibameitoku.ac.jp/
tandai.html

編集
　田中 葵
　鶴田 真二

読者の皆様へ：『月歩学歩』に
対するご意見、ご感想を郵便や
メールにてお寄せください。

編集後記 

　2016年も幕を明け、１ヶ月。明徳では、１年生は初めて保育実習Ⅰへ踏み出す準備を、２年生はもう
じき社会に足を踏み入れる前段階として２年間の学びのまとめを、とそれぞれ新たな道へ踏み出す準備
を重ねた１ヶ月でした。楽しみや期待、希望を持って一歩踏み出す人もいれば、戸惑いや迷い、不安を
乗り越え（あるいは抱えるという覚悟を持って）、その一歩にたどりついた人もいるでしょう。どのよ
うな気持ちを抱えていたとしても、その一歩を踏み出すためには、しっかり踏みしめることができる地
盤が必要です。これまでの明徳での日々が、踏み出すだけの地盤になっていますように。だけど、踏み
出してみて、違っていると思ったら、立ち止まっても、引き返してもいいんです。そうしたら明徳が、
また次の新たな一歩を踏み出せる地でありますように。そんな思いを込めてお届けします。（田中）

MEITOKU SNAP

 １⽉14⽇（⽊）、授業「あそび基礎演習」は今年度最後の合
同ワークショップで、ゴミ袋と⽵ひごで凧を作って遊びました。
表紙の写真は、その凧を実際にあげているところ。⼣⽇に舞う凧
がとても綺麗です。このように⾝近なもので作り遊べる内容をた
くさん覚えて、ぜひ保育現場でいかしてくださいね！
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